






















































































































































































































































































では区別 しない｡｢意識｣ も ｢良心｣ も共に
c̀onscience'である｡ということは,英語や日
本語では ｢合理的な意識｣(therationalconscious-


























































































































的な平衡｣ という表現 に込め られた意味は,

























































































































































































































































































































































































































































































第 26号 神奈川大学心理 ･教育研究論集
務の僻怠 もしくは禁止の違反に対 して一定の制




に矛盾す るわけで はない｡｣22)これは ｢権威｣
が ｢暴力｣ による ｢強制｣ につながるとい う指
摘で もある｡｢制裁｣ は一定の手続 きの下,覗
代 の教育において も行われている｡ ピアジェも
学校 における ｢自治｣ を論 じる中で,フェルス
ター (Foerster)の ｢購罪 的制 裁｣(sanction
expiatoire)の考 えを批判 している｡ しか し,こ
の真意 は,｢協力者｣ としての教 師の中身を理
解することと同様,ここでは不明のままと言 う
はかない｡む しろそれは,現代 における制裁問





























7)｢訳者 序｣,同書, i頁｡訳者によれば,第 3
巻の再版が不要 とピアジェが判断 した理由
は,第 3巻の内容(第 3部 ｢生物学思想｣,第
4部 ｢心理学思想 ･社会学思想 ･論理学｣)が
その後 ピアジェが著 した著作の中に受け継が
れたからだという｡




































内容 面 か ら見 て も正 しい だ ろ う｡ l̀a
sociologieoulapsychologiemorales'を ｢道徳
社会学や道徳心理学｣ と先には訳 したが,こ
れはあまりに直訳調であ り,内容を汲み取っ
て訳すとすれば ｢道徳に関わる議論を展開し
ている社会学や心理学｣ とするのがよい｡そ
れがここでピアジェが言おうとした意味を表
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していると思う｡その内容を簡潔に表現 した
のが m̀orales'の一語である｡ここでピアジ
ェが ｢道徳心理学｣という学問分野があると
考えていたとは思えない｡今指摘 した問題点
にもかかわらず,ピアジェを理解するに当た
って英訳は大いに参考になった｡仏語原文の
理解に困ったとき英訳の解釈には大いに助け
られた｡ただし,英訳だけではピアジェの思
考の流れを辿れないというのも事実である｡
10)滝沢武久 『ワロン･ピアジェの発達理論』明
治図書,1975年,86頁｡
ll)同上,81頁以下｡
12)JeanPiaget&RolandoGarcia,Psychogendseet
histoiredessciences,Flammarion,1983.ジャン･
ピアジェ,ロランド･ガルシア(藤野邦夫,
杉原望訳)『精神発生と科学史- 知の形成と
科学史の比較研究』新評論,1996年｡
13)マルクス,エンゲルス(広桧渉編訳,小林昌
人補訳)『新編輯版 ドイツ ･イデオロギー』
岩波文庫,2002年,237頁｡
14)笠原嘉 『アパシー ･シンドローム』岩波現代
文庫,2002年,29-30頁｡
15)この箇所の英訳は誤訳である｡ òperationsof
assimilationandconstmction,inwhichitishard
toseethefunctionalequlValentofthelogicOf
classesandofrelations'(英訳p.398)となってい
るが,これでは ｢分類や関係づけの論理の機
能的等価物が,同化や構成の操作の中に発見
できない｣ことになってしまう｡仏語原文は
d̀esoperationsd'assimilationetdeconstruction
danslesquelesiln'estpasdifficilederetrouverl'
equlValentfonctionneldelaloglquedesclasseset
decelesdesrelations'(pp.322-323)とあり,本
文に示 したように ｢発見できる｣である｡
ǹot'がないだけの誤植と思える程のものだ
が,内容的には大きな違いとなる｡誤植とい
うことで考えると,私の使用 している仏語版
は1992年の第7版なので,むしろ誤植は仏語
版にあったとも考えられる｡<n'>の欠落の
可能性はある｡しかし内容的に見て正 しいの
は現行の仏語版であることは明らかである｡
16)ここも英訳は誤まっている｡英訳では, t̀he
initialintelec山alactivitydoesactivelyseekfor
truth'となっているが,これだと ｢初期の知
能はきわめて積極的に真理を求める活動をす
る｣となる｡しかし仏語原文では, ètnonl'
activteintelectuelleinitiatequirecherche
activementlevrai'である｡これだと ｢初期の
知能は真理を積極的に求める活動をしない｣
ピアジェ理論における道徳性発達の論理
となる｡仏語にある全否定の<non>が,な
ぜか英訳では肯定文を強調する<does>に変
換されてしまっている｡
17)ここの年齢は,子安増生のピアジェ理解によ
る｡子安増生 ｢発達過程の心理学｣(同編 『教
育心理学』有斐閣,1992年),同 ｢認知の発
達｣(大村彰道編 『教育心理学 Ⅰ』東京大学出
版会,1996年),参照｡
18)丸山美男 ｢支配と服従｣,『(増補版)現代政治
の思想と行動』未来社,1964年,412-422頁｡
19)同上,412-413頁｡
20)同上,415頁｡
21)ア-レント 『過去 と未来の間』(前掲),125
頁｡
22)丸山 413頁｡
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